
市民との意見交換会取りまとめシート（メモ用） シートＮｏ．

開催地区：品野 中学校区 開催場所：品野台交流センター：品野台交流センター

開 催 日 ： 平成３０年７月31日（火） 開催時間：：午後７時～午後８時３０分

出席議員：藤井　宮薗　原田　冨田　髙桑　伊藤 参加人数：：31 人

項番 中分類 小分類 発言の背景・意図 優先項目

1 公共施設維持管理
私有地（旧上品野小学校）ト

イレの整備

旧上品野小学校を地域で有効利用させてもらっている

が、

トイレなどの整備がなく、不便である。

○

3 公共施設維持管理 町民会館の老朽化 同上 ○

2 公共施設維持管理

地区の町民会館が老朽化して

おり、トイレ等不便。エアコ

ンももう一室分入れてほし

い。

各地域の町民会館の老朽化が進み、トイレなどの改修が

なされていない。エアコン等も必要となってきている。
○

5 公共施設維持管理
中馬街道が失われていく。市

として保護策を。

太陽光発電施設設置区域内に通っている中馬街道は、以

前から整備がされておらず、このままでは朽ち果てって

いく。管理体制を整えるべきではないか。

○

4 公共施設維持管理

下品野地域交流センター建設

に伴い、廃止予定のふれあい

会館の存続。倉庫化。

下品野交流センターが建設され、それに伴い品野ふれあ

い会館が廃止されると聞いているが、倉庫等での有効活

用をさせてほしい。

7 環境

品野連合地区における太陽光

発電所建設で、環境をはじめ

生活に危惧されることが多

く、是非止めてほしい。

太陽光発電施設の設置は、自然環境、住民生活に多大な

支障を与えることが懸念される。中止を求めていきた

い。

○

6 公共建物の充実 老朽施設の対策 雨漏りのする町民会館など、老朽公共建物の計画的修繕 ○

10 環境 自然環境を守る メガソーラー対策・ゴミの不法投棄 ○

9 環境
山や森林を大切に公園化も考

慮に入れて。

自然のままに放置しておくのではなく、手を加えて森林

体験などのできる自然公園化も考えるべきである。
○

8 環境･議会

太陽光発電施設、是非議会で

地域の自然環境を守るための

条例を早期に立案、成立させ

てほしい。

市議会でも意見書の採択はされているが、実効性のある

条例を早期に制定してほしい。
○
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項番 中分類 小分類 発言の背景・意図 優先項目

20 維持管理

蛇ヶ洞川の浚渫が行われてお

らず、大雨の時、町民会館の

近くまで水位が上がり、避難

所として不安である。

昨今の降雨状況から、河川氾濫の危険性が増していると

感じる。蛇ヶ洞川の浚渫は行われておらず、不安であ

る。対策を講じるべき。

○

19 維持管理 道路（市・県・国道）の除草
上記同様、道路わきの雑草等の繁茂が激しい。除草作業

を増やすなど計画的に対処願いたい。

18 維持管理 道路への倒木問題。
品野地区は山間部が多く、荒天時、倒木が道路通行に支

障をきたすことが多々ある。計画的な伐採を。

17 都市計画 調整区域、国定公園
調整区域を解除しても宅地開発等の人口流入が起きてい

ない。

16 観光
岩屋堂でのイベントの時

に、交通渋滞がおきる。
岩屋堂公園の中に、駐車場を増やしべき。

15 観光
岩屋堂のプール廃止で人が

減っている

観光の来訪者を増やすために、ＰＲの多角化をする

べき。

14 観光
岩屋堂の観光客増加策と、整

備。

様々なイベント等で賑わう岩屋堂であるが、更なる整備

を行うべきではないか。

13 生活環境
側溝にゴミがたまり困ってい

る。

12 生活環境
ポイ捨てごみが多く困ってい

る。

11 環境 ソーラーパネル
太陽光発電は、条件をつける。問題点を解決するた

めの、規制条例をつくって欲しい。
○
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項番 中分類 小分類 発言の背景・意図 優先項目

30 道路 道路整備の充実を

二つのインターの有効利用

二つのインターのアクセスの充実

産業の振興・人口減少に歯止め

29 道路
363号線の品野交番から品野

ＩＣまでの道路幅拡張。

28 道路

258号線バイパス　赤津地区

で県道に接続した時の通行量

増加。赤津から品野への道路

の狭さ。

27 公共交通 住民の暮らしを守る公共交通 高齢者の移動手段・コミバスの確保

26 公共交通 高速道路の有効利用
２つあるインターチェンジを有効に活用することを

考える。

25 公共交通 高速道路の有効利用
パーキングエリアから料金所を通過できるようにす

るべき。

24 公共交通 バス路線の再構築 基幹バスをやめてコミュニティバスを増やす

23 公共交通 バスの連絡が悪い
期間バスとコミュニティバスの連絡を良くして欲し

い

22 公共交通

バス等の交通インフラが一日

5本あるが、縮小されるよう

な声が出ているが本当か。

21 公共交通
基幹バスの乗車率向上の方

策。

基幹バスの乗車が少ないとされるが、利用が少ないの

は、運行等に問題はないのか。
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項番 中分類 小分類 発言の背景・意図 優先項目

40 まちおこし
363号線（雨沢峠）を活用し

た自転車によるＰＲ。

雨沢峠の自転車通行による事故対策だけではなく、逆に

環境整備して、名所としての有効活用をすべきではない

か。

39 産業 陶磁器以外の産業を広げる。

38 空家対策
人口減による空家対策が必

要。

当地区でも人口の流出が進み、空き家が増えてきてい

る。

地域に及ぼす影響も出始めるなど、対策が必要。

37 自治会 町内会に入らない
町内会から離脱する世帯が増えているが、地域や町

内にどのように係わってもらうか。

36 自治会

高齢化による限界集落化。草

刈り等困難になり荒廃が進

む。

35 自治会

地区の自治会で人口減による

組織構成が難しくなる。町内

会長がローテーションですぐ

に回ってくる。

34 高齢化 高齢化で役員が大変
町内会の役員のなり手不足になり、仕事の負担が増

えてくる。

33 高齢化
コミュニティのあり方や存

在を考える

人口減少で、今後問題をきたして大変になってく

る。

32 高齢化 少子高齢化で人口減少 住宅地を誘致する検討をすべき

31 高齢化
高齢者が多い（品野台小学校

85名）75歳以上が500名。
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50 教育 小中一貫教育について
品野台・掛川の小学生は、今後どのようになるの

か。

49 防災 堰堤のしゅんせつ必要
県指定の災害指定地域になっているが、堰堤ダムに

は砂が溜まってしまい、早急に対応するべき。
○

48 防災 避難所を点検が必要
現在の避難所は、水野川が氾濫したら水害にあう場

所にある。
○

47 防災
防災マップのつくり直しが

必要
防災マップはつくったが、古くなっている

46 防災
ＦＭラジオの受信ができな

い

ラジオの受信ができないので、有線放送のほうが有

効である。
○

45 防災 起震車の導入。
瀬戸市には配備されていない。疑似体験をすることも必

要であり、独自に配備すべき。

44 災害対策
避難所のプライバシー確保の

ための仕切り等備品不足。

避難所におけるパーテーションの整備は足りているの

か。

プライバシー保護のためにも必要と考える。

43 光ファイバーが通っていない 地域
市街化調整区域であり、光ファイバーを通すことが

出来ない。
○

42 情報インフラ

上半田川地区は白岩、片草と

ともに山地で災害情報がどう

伝わるのがよいか知りたい。

山間地であるので、電波の通りが悪く、防災ラジオ等の

視聴も困難。情報伝達の整備を。
○

41 情報インフラ

ＩＴ関連インフラが整備され

ていないので、ネットが遅

い。光回線が地区内に来な

い。ＮＴＴに依頼も、進展な

く、市でできないか。

光ケーブルによるネット接続環境がないため、災害時な

どの情報収集にも支障をきたしている。　公的に整備が

できないか。

○



市民との意見交換会取りまとめシート（メモ用） シートＮｏ．

開催地区：品野 中学校区 開催場所：品野台交流センター：品野台交流センター

開 催 日 ： 平成３０年７月31日（火） 開催時間：：午後７時～午後８時３０分

出席議員：藤井　宮薗　原田　冨田　髙桑　伊藤 参加人数：：31 人

項番 中分類 小分類 発言の背景・意図 優先項目

60 財政問題 基金の額が多すぎる

59 未分類
自治会と神社等の政教分離に

ついて。

どのように対応しているのか、参考例があれば教えてほ

しい。

58 投票所について 選挙
選挙の時の投票所が無くなり、遠くへ行きためにバ

スを出して欲しい。

57 介護保険料の適切な利用について 介護
瀬戸市は、どのようなサービスに対応していくの

か、見通しも聞きたい。

56 暮らしの問題
低すぎる国民年金

最低保障年金を
議会も国に要請してほしい

55 生活環境の改善 道路を覆う草木の刈り取り 定期的な草木の刈り取り

54 名古屋学院大学の撤退 大学の存在は大きい
旧校舎の利用や、チャペルの紹介を地元から出来る

ようにして欲しい。

53 名古屋学院大学の撤退
名古屋学院大学が全面撤退

を検討している
瀬戸市もこの問題に関与して、検討してもらいたい

52 鳥獣被害
いのしし被害から農作物と人

間を守る。

51 鳥獣被害
イノシシやキジが作物を荒

らす
農地以外での鳥獣駆除には助成金がつかえない。
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62 議会
議会として瀬戸市の活性化に

向けて提案をする

61 議会
議会の役割は予算配分の

チェックをすること


